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12007年度決算の概要
( 単位：億円、端数四捨五入、(　)内は利益率(％) )

－＋２円１８円１８円１６円
１株当たり配当

77.5

134.1

142.8

140.0

3,382

2007年度
実績

10511474.067.9当 期 純 利 益

103116130.0115.6税 引 前 利 益

106117135.0121.7経 常 利 益

104119134.0117.5営 業 利 益

1021113,3303,040売 上 高

計画比
(％)

前期比
(％)

2007年度
計画

2006年度
実績

（3.9）

（4.0）

（3.8）

（2.2）

（4.1）

（4.2）

（4.0）

（2.3）

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高



© Hitachi Transport System, Ltd. 2008. All Rights Reserved. 

22007年度決算の概要＜セグメント別＞

( 単位：億円、端数四捨五入、＜　＞内は構成比(％) )
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2007年度決算の概要＜業績推移＞

（売上高：億円）

100

50
～～

（営業利益：億円）
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4

3.63.3(％）総資産利益率（ＲＯＡ）

5.75.2（％）自己資本利益率（ＲＯＥ）

1.221.13（倍）株価純資産倍率（ＰＢＲ）

（円）

（円）

（円）

（円）

（億円）

（億円）

('08.3.31)　1,510('07.3.30)　 1,349株 価

69.4560.841株当たり当期純利益

18161株当たり配当(年間)

1,236.961,191.961株当たり純資産

1,4001,334純資産 （ は自己資本比率（％））

2,2282,083総資産

2007年度2006年度

64 62

2007年度決算の概要＜財務指標等＞
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52007年度決算の概要＜設備投資等＞

（参 考） 賃 　借

自　 家 　投　 資

２７５１１９

2007年度2006年度

１２６１２６

海 外

国 　 内

合 計

２０８１８９

５４４１

２６２２３０

2007年度2006年度

２５，７８５２２，３３２グループ総人員

2007年度2006年度

９，９６０７，９４０連 結 人 員

設備投資設備投資

７６ ８３減 価 償 却 費

物流センター面積物流センター面積

期末人員期末人員

（単位：億円）

（単位：万㎡）

（単位：人）
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システム物流の主な受注・立上状況推移（一般顧客向け）システム物流の主な受注・立上状況推移（一般顧客向け）

2007年度トピックス（システム物流の状況）

３４件
１１件

２３件

２９件

２１件

６件

2007年度

６件

１５件

３４件

３４件

１９件
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１９件
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２３件

受注 当期受注
次期立上
(受注残)

当期受注

当期立上

前期受注

当期立上
８件

立上

2005年度

※上記の件数は、1千万円/月以上の大口案件を表示
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72007年度トピックス（組織の改革）

国内営業

・国内輸送作業

・国内倉庫作業　

・フォワーディング作業

・海外現地作業　

グローバル営業

・国内輸送作業 ・フォワーディング作業

・国内倉庫作業　 ・海外現地作業

お　客　様 お　客　様

国際営業

国
内
外
一
貫
物
流

＝

◆グローバル４極体制の構築と地域別戦略

◆国内外一貫物流体制の構築（2007年４月１日付）

《内容》 北米・欧州・中国・アジアの代表 (執行役) を設置

《目的》 グローバルビジネスにおける迅速な意思決定と執行

《変更前》《変更前》

【北米】

【欧州】

【中国 】

【アジア】

中西部地区での自動車部品物流拡大

ＥＳＡとのシナジーによる東欧地域への
事業拡大

華南地区の３ＰＬ事業の強化・拡大

インド・中近東を含めた広域アジア圏
における事業拡大

《変更後》《変更後》
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82007年度トピックス（拠点の拡充）

モンテレー物流センターモンテレー物流センター

◆システム物流事業の推進（2007年度海外拠点）

メキシコ　モンテレー

稼働時期：2007年6月

建物面積：約8,000㎡(賃借)

目的：ボーダー物流事業の

　　　　　強化(自動車部品)

ドバイ事務所ドバイ事務所

ドバイ　ジュベル・アリ

開設時期：2007年6月

　(2009年度現地法人化検討)

目的：中東ビジネスの

　　　　　基盤強化

インド　デリー

開設時期：2007年11月

目的：家電・自動車関連

　　　　　顧客の受注拡大

インド現地法人インド現地法人
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92007年度トピックス（拠点の拡充）

所 在 地：千葉県柏市

稼働予定：2008年5月

建物面積：約34,000㎡

取扱商品：ファンケル㈱

　　　　　　　　化粧品等

所 在 地：愛知県春日井市

稼働予定：2009年2月頃

建物面積：約44,000㎡

取扱商品：飲料・生活雑貨等

【自 家 投 資】
◆システム物流事業の推進（2008年度稼働予定の主な拠点）

ｽｸﾗｯﾌﾟ　＆

ﾋﾞﾙﾄﾞ

所 在 地：東京都大田区

稼働予定：2009年1月頃

建物面積：約27,000㎡

取扱商品：メディカル・情報

　　　　　　　　関連製品等

北柏第２物流センター北柏第２物流センター 中京物流センター(仮称) 中京物流センター(仮称) 京浜物流センター(仮称)京浜物流センター(仮称)

ｽｸﾗｯﾌﾟ　＆

ﾋﾞﾙﾄﾞ
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102007年度トピックス（拠点の拡充）

【賃 借】
◆システム物流事業の推進（2008年度稼働予定の主な拠点）

鳥栖共配センター鳥栖共配センター イオン九州ＸＤ(仮称) イオン九州ＸＤ(仮称) 埼玉北Ⅲ期物流センター埼玉北Ⅲ期物流センター

所 在 地：佐賀県鳥栖市

稼働時期：2008年4月

建物面積：約11,000㎡

取扱商品：九州地区大手

　　　　　　　　ドラッグストア

　　　　　　　　向け商品

所 在 地：佐賀県基山町　

稼働予定：2008年11月頃

建物面積：約23,000㎡

取扱商品：九州地区イオン　　　

　　　　　　　　グループ向け

　　　　　　　　冷凍・冷蔵食品等

所 在 地：埼玉県加須市

稼働予定：2008年5月

建物面積：約25,000㎡

取扱商品：メディカル・

　　　　　　　　トイレタリー

　　　　　　　　関連商品等
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112007年度トピックス

実施時期：07年8月～09年度まで(予定) 

作業内容：山口県～英国までの　

　　　　　　　　海上及び陸上輸送作業

　　　　　　　　(累計１７４両)

実施時期：07年3月～08年2月まで　

作業内容：山口県～大阪府までの　

　　　　　　　　海上及び陸上輸送作業

　　　　　　　　(累計１１２両)　

新型新幹線Ｎ700系の輸送作業新型新幹線Ｎ700系の輸送作業 英国向け鉄道車両の輸送作業英国向け鉄道車両の輸送作業

◆重量物輸送作業
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122007年度トピックス

日立物流コラボネクスト（株）運営開始日立物流コラボネクスト（株）運営開始 東欧チェコの物流会社を傘下に東欧チェコの物流会社を傘下に

　本 社： 東京都江東区
資本金： 255百万円（当社90%）
人 員： 約1,600人
拠 点： 全国9ｶ所（賃借）
売上高： 約176億円 (07年度) 　　

　社 名： ＥＳＡ ｓ.ｒ.o.(有限会社)
本 社： チェコ クラドノ
資本金： 約4億円(出資比率：当社Ｇｒ51％)
人 員： 約1,200人
拠 点： 輸配送22拠点、倉庫5拠点
売上高： 約167億円(07年度）【08年度より連結化】

◆物流子会社再構築事業 等

《内容》 東北地区を中心に事業を展開中の物流会社と業務提携(8.8%の株式取得)

《目的》 東北地区の輸送力など事業基盤を拡充し、事業運営力の強化を図る

(ＥＳＡ本社)

センコン物流（株）と業務提携センコン物流（株）と業務提携

物流子会社
再構築事業
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13重点施策

◆日立物流グループの “ ３ Ｇ ”

グローバル
システム物流

Global

グリーン
ロジスティクス

Green
現場力

Genba-ryoku

３Ｇ

現場力強化による

高品質な物流サービスの提供

国内外一貫物流の提供による

グローバルシステム物流事業の拡大

環境を重視した

グリーンロジスティクスの推進
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14今後の見通し＜2010年ビジョン＞
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【2010年ビジョン】
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5,000
① ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼｽﾃﾑ物流事業の拡大（拠点・人員の整備）
② 収益力の更なる向上（作業生産性の向上）
③ ＣＳＲの完遂（現場力の更なる強化）

3,382
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140
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16円
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20円

150

3,700
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2008
（計画）



グローバルビジネスを、シームレスにサポートします。

グリーンロジスティクスで、豊かな社会づくりに貢献します。

システム物流で、最適なロジスティクスを実現します。

【お問合せ先】総務・コミュニケーション本部　広報・社会貢献グループ
Tel：03-5634-0307　E-mail：koho@cm.hitachi-hb.co.jp


